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（送料は当方負担）１年：3,600円  ３年：10,000円購読料
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　３月号がお手元に届くちょうどこの時期、
ニューヨークでは「北京＋10」の会議が開催中
です。課題山積の国際状況ですが、女性の地位
向上をより推進する成果が出されることを期待
したいものです。

　「平和と男女平等はセット」、そして「“わ
たくしを生ききること”が真の男女共同参画」
という明快な巻頭言のメッセージは、平和で平
等な社会づくりに取り組む人たちへの、力強い
エールとも感じられました。

　今年度事業のしめくくりは、３月半ばの「女
性の活動と学習に関する調査」報告シンポジウ
ムです。活動と学習の新たな展開をめざして、
ぜひご参加ください。
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財団法人 日本女性学習財団では、2005（平成17）年度に、以下の事業を実施する予定です。

◆女性の教育・学習活動史研究

◆学習支援者養成プログラム開発研究

（1）実践・研究レポートの募集  入選レポート１篇, 佳作２篇以内

 µ  ワープロA4判（40字×30行, 横書き） 14～17枚、400字詰原稿用紙A4・B5判（横書き）40～50枚

（2）入選レポート報告会の開催  2006（平成18）年2月下旬

◆月刊「 Ｗe learn 」の発行   毎月１回（但し、11・12月号は合併号）

◆女性と学習・次世代育成資料の作成、配付および販売

女性と学習・次世代育成情報誌µ年間購読料3,600円（送料当方負担)

※2005年度より、11・12月号を合併号（増ページ）として発行します。

◆女性のエンパワーメントのためのワークショップ
µ実態調査からみえる「女性の学習・活動」の課題

◆男女平等参画推進セミナー

◆フォーラム「女性と学習」９月９日（金）・10日（土）  会場：港区立男女平等参画センター ・リーブラ
µµテーマ：「実践コミュニティ」づくり ― 個人と組織の力量を高めるために
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実践的に学び合い育ち合う場を社会の中につくり出していこうという「実践コミュニティ」が、

今、注目されています。個人と組織の力量形成の視点から、活動者個々のエンパワーメントと、

グループ・団体の活性化につながる「実践コミュニティ」づくりについて研究討議します。

教育・学習活動の中で気づき、学び、実践しながら、自らを変革しエンパワーメントしてい

った「女性の学習の歩み」についての実践・研究レポートを募集し、研究奨励を行います。

※「女性の活動と学習に関する調査」報告書

（福）




